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<J f海外ゼームライン」シリーズt>

海外の放射光施設で実験してみて

安居院 あカか込ね (向U均pp戸sa均la U山n凶附ive刊e釘邸悶rs討均i

スウェーデンの Uppsala 大学物理学科の Fysik II は，

数10 eV から 1 keV の軟 X 線発光分光実験を行うグルー

プ (Ultra Soft X-ray: USX group) です。実験内容に合わ

せ国内の MAX-Lab をはじめ， ドイツの狂ASYLAB

(BW3) ，フランスの ESRF (ID12B) , USA の ALS

(BL7.0) など，各地の放射光施設を利用しています。実

験に必要なエンドステ…ションは研究室から持っていくの

で (USA には実験道具が一組おいてあります。) ，利用す

る施設を選ぶ決めてはビームラインの性能とエネルギー範

屈になります。上記の施設では HASYLAB の BW3 は

500 eV 以上の光が必要な実験， ALS の BL7.0 は600 eV 

以下の光が必要な実験に対してビームタイムを申請してい

ます。 ESRF の ID12B でも HASYLAB の BW3 と同じ程

度のエネルギ一範囲を利用するのですが，こちらは円偏光

を利用することが施設側から要請されています。 MAX幽

Lab は現主E MAX-II を増築中で，共同利用実験施設とし

ては半ばお休み状態 (MAX-I， MAX-II とも一部は稼動中)

になっています。

科学技術研究はユニバーサルなものなので，海外だから

なにか特別ということはないと思いますが，ところかわれ

ば品変わると思ったことを私の個人的体験という狭い範囲

からいくつかあげてみたいと思います。各施設の概要やビ

ームラインの性能については，各施設の web site に詳し

く掲載されていますのでそちらをご参照ください。

放射線管理
放射線管理は，共向利用者にはフィルムパッチの携帯は

要求しないなど(日ASYLAB は必要)日本の基準からす

るとどこも簡素に感じられます。多くの施設は出入りは一

般の人でも簡単に入れますし (ALS はキーカードが必

要) ，ビームラインで飲食が可能です。このおかげで実験

の手が離せないときなどピザ震などに電話して出前をもっ

て来てもらうこともでき便利です。施設内は乾燥している

ことが多いので，食べ物はともかく，ジュースなどが内で

欽めるのは助かります。また，建物には窓があることが多

く実験の合間に外の様子を眺めることができ気持ちの良い

ものです。

入射

ALS はビームの寿命が 4 時間程でビームが半減ししだ

い随時入射が行われます。このため入射予定時間を考慮に

いれて実験をすすめなければなりませんが，あと 10分で

入射開始と放送があった後に，コントロールルームに電話

すれば 5 分から10分程度の延長は可能です。これは ALS

程度に小さい施設でないと実現は難しいでしょうが，利用

者としてはありがたい制度だと患います。これに対し

ESRF はビームの寿命が50時間ほどと長いので，入射に

実験が振り回されることはあまりありません。入易十時間は

モニターに表示されますが，放送はないので気がついたら

光が来ていなったということもありました。入射にかかる

時間は比較的短いので待ち時間を感じることはほとんどな

いと思います。

挿入光源

ALS の BL7.0はビームラインの分光器と挿入光源が連

動しており (HASYLAB の BW3 はビームラインの分光

と挿入光源を連動させた初めてのピームラインだったそ

うです。) ，制御用のコンゼューターに必要なエネルギーを

ると分光器が単色光をあたえるだけでなく，挿入光源

の方も最大強度が与えられるようにギャプが変更されま

す。制御用プログラムには使いたいハーモニクスやリング

のエネルギー値などを細かく入力することができ，常によ

い値を得ることができているようです。いつでも挿入光源

の最大強度値を使うことができるので，エネルギー範囲の

広い吸収実験などには助かります。

宙空

ビームラインから得られる光の強度やエネルギー範囲が

できる実験を大きく支配するのはもちろんですが，ゼーム

ラインによってエンドステーションに要求される真空が異

なり， VUV の場合これも実験を左右する要素になりま

す。 HASYLAB の BW3 は10-8 Torr 台でインタ一口ック

が解除になるので，実験の途中で真空をやぶる必要が生じ

たときなど，そのあとどれだけ短い時間で実験を再開でき

るかなどということを考えると便利ですが，開時に試料が

ビームライン側から汚染されてしまう心配もあります。
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単位

欧州で使われている長さの単位は日本と同じメトリック

ですが， US はインチが使われています。このため，欧州

の製品を US で使おうとしたり，逆の場合などに，いざ作

業をする段になって，タップにボルトが通らなかったり，

工具に大きさがあわずに四苦八苦するということがままあ

ります。また，電圧も220V も 110V と違いますし，コン

セントの形状もことなり，これもときおり問題になりま

す。アダプターが準備できれば解決される問題ですが，周

波数にまで変換する機器は一般的ではないので，モーター

を含んだ装置を使う場合は注意が必要かと思います。これ

らはー研究所の問題ではないので解決は難しいと思います

が，全世界共通になって欲しいものです。

言葉
現在の科学技術研究の分野で共通語となっているのは英

語ですが，国際共同利用研究所といえども理想的には行か

ないのが現状のようです。 HASYLAB はドイツ語がメイ

ンなのでときおり細かいところで予想外の面倒が生じたり

します。 ESRF は欧州各国が協力して運営している施設

で，内部では英語を使うことになっていますが，各ビーム

ラインを担当している国によって現場で多く使われる言葉

は異なり興味深く思います。

敬称

US や北欧は初対面の人でもファーストネームで呼び合

うのが一般的なので，ファーストネームだけ知っていてあ

とで，論文を検索しようとしてサーネームが分からないな

どということがある半面， ドイツのように呼びかけのルー

ルが厳しい習慣をもっところもあります。対面していると

きは相手に従うか，どうしたらよいか直接聞くことでトラ

ブルを避けることができると思います。仕事の関係で手紙

を出す場合は，特に相手のタイトルに注意する必要がある

と思います。相手がタイトルなしの女性の場合，相手が望

む場合は別にして Mrs. や Miss を使うこと自体に少々時

代遅れの観があるので，どちらの場合も Ms. を使うのが

望ましいでしょう。

組織
MAX-Lab は小さな施設で，盟内各都市の大学と協力し

運営されています。施設が小さいので大きな組織を持つこ

とはありませんが，臨機応変に運営されているように感じ

ます。これに対し ESRF は欧州13 ヶ国の大型寄り合い施

設で，各国別の事情を包括しながら，全体はよく組織化さ

れスムーズに運営されているようです。 ALS はこれらの

中間の大きさで大きな組織を持つには小さすぎ，現場の事

情にあわせて一つづっ対応していくには大きすぎるよう

で，事務を担当されているグループの努力に大きく依存し

ているように感じます。
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Figure 1. The truth is a few night shifts away! (at the ALS) . 

宿舎
ESRF はシングルルームを中心とした快適な宿舎を敷

地内にもっています。狂ASYLAB は敷地ないにシンクソ!ノ

ルームの宿舎のほかに， 3LDK 程度の家賃の安いアパー

トがありこちらは複数人で長期滞在するのに便利です。

ALS は研究者がホテルに泊ったりしてお金を落としてい

くように地元との申し合わせで宿泊施設をもっておらず，

施設内で寝てはいけない規貯があり仮眠 (Fig. 1) を取る

ための簡易ベットも禁止でした。しかしながら，最近にな

ってダウンタウンに宿舎をつくり施設利用者に開放を始め

たそうです。この宿舎は利用したことはまだありませんが

快適な実験条件を提供してくれると期待しています。

食堂

研究施設や大学のなかの食堂なので，ほとんどは自分で

お盆をもって貯きなものを取っていくカフェテリア方式で

似たり寄ったりですが， ESRF のワインとピザ，

HASYLAB のソーセージとビール， ALS のメキシカンと

臣大なコーラ， MAX酬Lab のパンケーキ(元々はスウェー

デンの軍隊からの習慣らいしいのですが，毎週木曜日に主

に大学の学食でパンケーキと雛豆スープがメニューに現れ

ます。ジャムをたっぷり添えていただきます。)など，そ

れぞれのお土地がらが徴妙に現われているのをみることが

でき実験の合間の楽しみの一つです。

ス夕、ソブ

施設そのものの利用者に対する考え方じ現場のスタッ

プの性格によって実験環境は大きく左右されると思いま

す。 ALS の BL7.0はビームラインに関する一般的な説明

があった後は，問題があったら適宜連絡するというかたち

で，実験に必要な事を説明してお願いするときめ細かに手

配してくれ助かっています。 BL7.0は一つのビームライン

に複数のエンドステーションが稼動しており， 8 時間ごと

に実験を切り替えているので，ゼームラインのスタッフが

自分の実験の準備などで側で作業してることが多く，気軽
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に助けを求めやすい状況にもなっています。 HASYLAB

の BW3 もビームラインに関する一般的な説明があった後

は，問題があったら適宜連絡するという基本姿勢は同じな

のですが，ビームラインのスタッフは自分たちの実験に関

わりなければ，真空や分光器の調整を含め利用者にはでき

るだけ関わらないという姿勢が感じられ，このため分光器

の性能がでなくて実験が患うようにいかないことがある上

に，問題が起きたときも助けを求めにくい雰囲気がありま

す。 MAX-Lab はビームラインと研究内容が密接に繋がっ

ているので，共同利用するいうよりはどームラインの周り

の人と共同研究するという姿勢が望まれると思います。

結語

日本は放射光を用いた研究が盛んな国の一つで，海外に

出なければできない実験というのも少なく，恵まれた環境
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にあると思います。海外で実験するのは実験内容や利用の

しやすさを考えて適切な施設を選択した結果場所がどこに

なったかということのように思いますが，遠方の実験施設

には，実験そのもの他に，思想の異なる施設をみたり，現

場で出会った人から学んだことを岳分の研究にフィードパ

ックしたり，相手の研究に貢献したり共同研究をしたりし

ていく楽しみがあるように思います。
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